








要約:マススクリーニングで発見されたクレチン症の年長児の知能指数全国調査の成績を

さらに詳しく解析し,知能予後に関与する因子を検討した。治療開始時の甲状腺機能低下

が知能予後に悪影響を及ぼしていた。初期治療の極めて不十分なものも知能予後が悪かっ

た。今回の成績までではまだ解析出来ない点を指摘し,今後の研究課題を提起した。


